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ワンチップマイコン使用！ 仕様仕様仕様仕様

簡単操作・最大７桁の暗証番号ＯＫ

暗証番号リレー暗証番号リレー暗証番号リレー暗証番号リレー キット 電源電源電源電源 電圧 標準５Ｖ（４．５～ ６Ｖ可）

ＡＮ－４８０ 待機時電流待機時電流待機時電流待機時電流 １μＡ以下

リレー動作時電流リレー動作時電流リレー動作時電流リレー動作時電流 約３０ｍＡ

Y29 960601 CODE1710-395 第10版 130710 NNN-YY 入力入力入力入力 マトリクスキーボード １２キー

出力出力出力出力 圧電ブザー，ＬＥＤ，リレー接点

概要概要概要概要 リレー接点 １回路２接点

最大７桁７桁７桁７桁までの番号を登録させる事ができます。 定格負荷 ＡＣ１００Ｖ ０．５Ａ

押した番号と登録された番号が合えば、リレーが動リレーが動リレーが動リレーが動 ＤＣ ２４Ｖ １Ａ

作作作作します。 リレー動作時間リレー動作時間リレー動作時間リレー動作時間 約０．３秒

動作音動作音動作音動作音 キーボードタッチ時

ワンチップマイコンワンチップマイコンワンチップマイコンワンチップマイコン（１８ピン ＤＩＰタイプ） リレー動作時

を使用しているので、部品点数も少少少少なく初心者でも リセット時

容易にハンダ付けできます。 登録桁数登録桁数登録桁数登録桁数 ０～７

登録数登録数登録数登録数 １

リレー動作は、音（圧電ブザー）（圧電ブザー）（圧電ブザー）（圧電ブザー）と光（ＬＥＤ） 基板寸法（ＬＥＤ） 基板寸法（ＬＥＤ） 基板寸法（ＬＥＤ） 基板寸法 W(54) D(72), H(13)mm

でお知らせします。 ［ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 一体時 H(26)mm］

４回４回４回４回まちがった入力をすると、一定時間（１２～

１５秒）動作しなくなる保護保護保護保護機能があるので何度も

キー入力して、偶然作動させられる確率を低くして

います。

１２キーマトリクスキーボード付き。

①パーツのチェック ②組立①パーツのチェック ②組立①パーツのチェック ②組立①パーツのチェック ②組立

パーツリストでパーツをチェックしてください。 パーツの取り付けは、組立参考図やパーツリスト

パーツリストは、組立リストを兼ねています。 を見ながら番号順に行なって下さい。

リスト中の□□にチェックをいれましょう。 パーツは無理のない範囲で基板に当たるまできち

左側はパーツチェック用。右側は組立チェック用 んと差込み、ハンダ付してください。

です。 ペーストは絶対に使わないでください。

組立参考図組立参考図組立参考図組立参考図
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ハンダ付け前に、別紙の「正しいハンダ付けの仕ハンダ付け前に、別紙の「正しいハンダ付けの仕ハンダ付け前に、別紙の「正しいハンダ付けの仕ハンダ付け前に、別紙の「正しいハンダ付けの仕 ⑩リレー

方」をよくお読みください。方」をよくお読みください。方」をよくお読みください。方」をよくお読みください。 □□ＲＹ１

①抵抗

□□Ｒ １ １Ｍ（茶黒緑金）

□□Ｒ ２ １０Ｋ（茶黒橙金） ⑪圧電ブザー

□□Ｒ ３ １Ｋ（茶黒赤金） □□ＣＮ３

□□Ｒ ４ 使用しません。 □□ねじ２φ

□□Ｒ ５ １０Ｋ（茶黒橙金） ナット（各2ｹ）

□□Ｒ ６ ４７０Ｋ（黄紫黄金）

□□Ｒ ７ １Ｋ（茶黒赤金）

⑫タクトスイッチ

注注注注 抵抗線の切れ端は組立⑬に使用するので捨てな □□ＳＷ１

いで取って置いてください。

基板裏実装 通常実装

②ダイオード

□□Ｄ１

□□Ｄ２

□□Ｄ３

③セラミックコンデンサ

□□Ｃ１ 使用しません。 ⑬キーボード

□□ＳＷ２

基板とキーボードを一体にして使用する場合は図

④積層セラミックコンデンサ のように抵抗の切れ端を使って接続してください。

□□Ｃ３ １０４(0.1μF)

⑤集合抵抗

□□ＲＡ１ 4×104

(4×100K)

⑥ＬＥＤ

□□ＬＤ１

基板とキーボードを離して使用する時は、ビニー

ル線等で接続してください。配線は、長く延ばしす

⑦ＩＣ ぎると誤動作の原因になります。最大でも１０cm１０cm１０cm１０cm程

□□ＩＣ１ PICマイコン とどめておいてください。

⑭電池ＢＯＸ・スナップ

□□電池ＢＯＸ（単３×３）

⑧電解コンデンサ

□□Ｃ２ １０μＦ

□□Ｃ４ １０μＦ

⑨トランジスタ

□□Ｑ１ C 945 又は 最後に、基板全体を見て、部品の取付が間違って

C1815 又は いないかどうか、あるいはハンダ付け不良やショー

C 458 トがないかどうかを良くチェックしてください。

くぼみを

合わせる

向きに注意
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③動作チェック③動作チェック③動作チェック③動作チェック Ｃ：暗証番号登録Ｃ：暗証番号登録Ｃ：暗証番号登録Ｃ：暗証番号登録

Ａ：電源 ①登録ボタン（ＳＷ１）を押す。Ａ：電源 ①登録ボタン（ＳＷ１）を押す。Ａ：電源 ①登録ボタン（ＳＷ１）を押す。Ａ：電源 ①登録ボタン（ＳＷ１）を押す。

「ＣＮ４」に「4.5～6.0V」の電源を接続。 →前回の登録内容が消去され、登録可能状態になり

ます。

②「＊」キーを押して下さい。②「＊」キーを押して下さい。②「＊」キーを押して下さい。②「＊」キーを押して下さい。

→数値キー入力待ち状態になります。

③登録したい数値のキーを押してください。③登録したい数値のキーを押してください。③登録したい数値のキーを押してください。③登録したい数値のキーを押してください。（最大

ＡＣアダプターなどの不安定な電源を使用すると ７桁まで）

誤動作、ＩＣの破壊が起こる可能性があります。注 ▼キー入力を誤った時は「＊」「＊」「＊」「＊」キーを押して下さい

意してください。 それまでの入力値がクリアークリアークリアークリアーされます。

※０桁の時は、数値キーを何も押さないで下さい。

Ｂ：キー操作Ｂ：キー操作Ｂ：キー操作Ｂ：キー操作 ※７桁入力した場合は自動的に登録が終了します。

④「＃」キーを押して下さい④「＃」キーを押して下さい④「＃」キーを押して下さい④「＃」キーを押して下さい。

［①操作］登録ボタン（ＳＷ１）［①操作］登録ボタン（ＳＷ１）［①操作］登録ボタン（ＳＷ１）［①操作］登録ボタン（ＳＷ１）を押して下さい。 →登録を終了します。

［動作］ブザーが「ピッ！」「ピッ！」「ピッ！」「ピッ！」となればＯＫです。

注注注注 登録終了と同時にリレーは動作動作動作動作します。リレー

［②操作］［②操作］［②操作］［②操作］ 「＊」→「１」→「＃」キーの順に押 接点端子に何か接続している時は注意してくださ

して下さい。 い。

［動作］ キーを押す毎にブザー音が「ピッ！」「ピッ！」「ピッ！」「ピッ！」 電源を外しても登録内容はマイコン内のEEPROM

と鳴ります。最後の「＃」キーを押した 内に記録され消去されません。

時に、リレーが「カチッ」という音と共 (PIC型番 xxFxxx と(F)の付く機種の物のみ)

に動作し（ＬＤ１も点灯します。）ブザ Ｄ：リレー動作の仕方Ｄ：リレー動作の仕方Ｄ：リレー動作の仕方Ｄ：リレー動作の仕方

ー音が「ピーッ」「ピーッ」「ピーッ」「ピーッ」となればＯＫです。

①「＊」キーを押して下さい①「＊」キーを押して下さい①「＊」キーを押して下さい①「＊」キーを押して下さい。

［③操作］［③操作］［③操作］［③操作］ もう一度［②操作］を行ってください →数値キー入力待ち状態になります。

動作が同じ結果になればＯＫです。 ②登録した数値のキーを押してください。②登録した数値のキーを押してください。②登録した数値のキーを押してください。②登録した数値のキーを押してください。

▼キー入力を誤った時は「＊」「＊」「＊」「＊」キーを押して下さい

うまく行かない時は、電源を取り外し、もう一度 それまでの入力値がクリアークリアークリアークリアーされます。

パーツの間違いやハンダ付け不良が無いかなどを、 ③「＃」キーを押して下さい③「＃」キーを押して下さい③「＃」キーを押して下さい③「＃」キーを押して下さい。

よく確かめてください。 →数値入力を終了します。

④使い方④使い方④使い方④使い方 ▼登録した数値と一致すればリレーが約０．３秒間

動作します。（リレー動作時間は変更不可）

Ａ：電源Ａ：電源Ａ：電源Ａ：電源 リレー動作時には、ＬＥＤ（ＬＤ１）が点灯し、

「ＣＮ４」に「4.5～6.0V」の電源を接続。 ブザー音が「ピーッ！」と鳴ります。

Ｂ：「キーボード」・スイッチについて 登録例「暗証番号１２３を登録します。」Ｂ：「キーボード」・スイッチについて 登録例「暗証番号１２３を登録します。」Ｂ：「キーボード」・スイッチについて 登録例「暗証番号１２３を登録します。」Ｂ：「キーボード」・スイッチについて 登録例「暗証番号１２３を登録します。」

◆登録ボタン（ＳＷ１）◆登録ボタン（ＳＷ１）◆登録ボタン（ＳＷ１）◆登録ボタン（ＳＷ１）

マイコン内に登録された暗証番号を消去し、登録

可能状態にしたり、「キー入力禁止状態（詳細は４

ページ Ｆ：）」を解除するスイッチです。

※不用意に押さないでください。※不用意に押さないでください。※不用意に押さないでください。※不用意に押さないでください。

◆「０」～「９」キー◆「０」～「９」キー◆「０」～「９」キー◆「０」～「９」キー（数値入力キーです。）

Ｅ：リレー接点の使い方Ｅ：リレー接点の使い方Ｅ：リレー接点の使い方Ｅ：リレー接点の使い方

◆「＊」キー◆「＊」キー◆「＊」キー◆「＊」キー

入力開始キーです。（数値入力を開始する前 ＣＮ２がリレー接点出力です。

に押す必要が有ります。） リレー接点は下図のような構造になっています。

◆「＃」キー◆「＃」キー◆「＃」キー◆「＃」キー

入力終了キーです。（数値入力を終了する時

に押します。）

※７桁の時は押す必要は有りません。※７桁の時は押す必要は有りません。※７桁の時は押す必要は有りません。※７桁の時は押す必要は有りません。
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リレー接点端子は、コントロールしたい機器の電 この機能は何度もキーを押して偶然作動させられ

源スイッチの代わりに接続してください。 る確率を低くするための物です。

キー入力禁止状態時に「登録ボタン」ＳＷ１「登録ボタン」ＳＷ１「登録ボタン」ＳＷ１「登録ボタン」ＳＷ１を押

応用例 セット・リセットリレーとの接続応用例 セット・リセットリレーとの接続応用例 セット・リセットリレーとの接続応用例 セット・リセットリレーとの接続 すと登録内容は消去消去消去消去され、「登録可能」状態になり

ます。

Ｇ：「電子キー」として使用する場合の注意Ｇ：「電子キー」として使用する場合の注意Ｇ：「電子キー」として使用する場合の注意Ｇ：「電子キー」として使用する場合の注意

▼セキュリィティセキュリィティセキュリィティセキュリィティの求められる箇所への使用は御避

け下さい。

▼当キットとは別の開鍵機構別の開鍵機構別の開鍵機構別の開鍵機構を持たせる事をおすす

めします。（電源の供給が停止する等の事故が発生

し、開鍵できなくなる事を防ぐため。）

Ｆ：入力保護機能についてＦ：入力保護機能についてＦ：入力保護機能についてＦ：入力保護機能について

４回４回４回４回、登録内容と違う間違った数値を入力をする

と、「ピッー！」という、ブザー音と共に一定時間

（約１２～１５秒）キー入力キー入力キー入力キー入力ができなくなります。

（キー入力禁止状態）

１２～１５秒間どのキーも押さないでいれば復帰

します。（途中で押した場合は、最後のキーを押し

てから１２～１５秒後になります。）

－回路図－－回路図－－回路図－－回路図－ 仕様は予告なく変更する場合がありますのでご了承下さい。

新商品情報やディバイス情報も掲載！


